
②訪問看護ステーションモデル ③医療・介護等一体提供モデル ④認知症対応モデル

安城市 豊川市 田原市 新城市 豊明市 半田市

関係機関の
ネットワーク
化

地域包括ケアの理解
課題認識の共有
目安：関係機関連絡会
議を３回以上開催

 ◎（目安を上回って開催）

 ○（目安どおり開催）

 △（目安を下回って開催）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ＩＣＴシステムの活用

目安：ICTを活用したシ
ステムの設置

 ◎（引き続きICTを推進）

 ○（ICTを新たに導入）

 △（ICT導入を検討）

△ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

顔の見える関係づく
り、資質向上
目安：多職種研修会
（ワークショップ等）を２
回以上開催

 ◎（目安を上回って開催）

 ○（目安どおり開催）

 △（目安を下回って開催）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

住民への普及啓発

目安：講演会等を１回
以上開催

 ◎（目安を上回って実施）

 ○（目安どおり実施）

 △（未実施）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

予防

新たな予防の取組

目安：従来と違う取組
の実施

 ◎（新たな取組を実施）

 ○ 従来の取組に新たな
     メニュー等を追加し実施

 △ 従来と変わらない取組
     を実施

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生活支援

生活支援の強化策の
検討（取組）
目安：ニーズ調査を実
施又は検討会議を１回
以上開催

 ◎（新たな取組を実施）

 ○（目安どおり実施）

 △（未実施）

◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

住まい

要介護等の高齢者の
住まいの課題に対す
る検討（取組）
目安：検討会議を１回
以上開催

 ◎（新たな取組を実施）

 ○ 検討会議等で具体策
　　 を検討

 △（未検討）

○ ○ ○ ○ ◎ ○

認知症対策の充実

目安：従来と違う取組
の実施

 ◎（新たな取組を実施）

 ○ 従来の取組に新たな
     メニュー等を追加し実施

△ 従来と変わらない取組
    を実施

－ － － － － ◎

　地区医師会と連携し、お
おむね順調に２年目の取
組を進めている。

　地区医師会と連携し、順
調に２年目の取組を進め
ている。

　地区医師会と連携し、お
おむね順調に２年目の取
組を進めている。

　訪問看護ステーションと
連携し、おおむね順調に
２年目の取組を進めてい
る。

　藤田保健衛生大学と連
携し、順調に２年目の取組
を進めている。

　認知症対策を始め、順
調に２年目の取組を進め
ている。

　今後は、ＩＣＴ導入の促
進や、予防・生活支援に
おける団体助成の促進、
要介護者等の住まいの確
保に向けた関係部署等と
の調整・検討の促進が求
められる。

　今後は、地域ケア会議
による地域課題抽出の促
進や、要介護者等の住ま
いの確保に向けた関係部
署等との調整・検討の促
進が求められる。

　今後は、地域ケア会議
による地域課題抽出の促
進や、生活支援の強化策
の検討促進、要介護者等
の住まいの確保に向けた
関係部署等との調整・検
討の促進が求められる。

　今後は、山間地域として
の特性を踏まえた取組促
進に加え、生活支援の強
化策の検討促進、要介護
者等の住まいの確保に向
けた関係部署等との調整・
検討の促進が求められ
る。

　今後は、モデルの特性
を活かした在宅医療・介護
連携等の取組を進めてい
くとともに、豊明団地以外
の要介護者等の住まいの
確保に向けた関係部署等
との調整・検討の促進が
求められる。

　今後は、認知症対策の
取組を進めていくととも
に、要介護者等の住まい
の確保に向けた関係部署
等との調整・検討の促進
が求められる。

認知症（認知症対
応モデルが対象）
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医療と介護
の連携

①地区医師会モデル
項目 凡例

資料２－１ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ○ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ○ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 △ ⇒ 

(H26) 

 ○ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ○ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 △ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ○ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ○ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ○ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 

(H26) 

 ◎ ⇒ 


